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１.今年度の取組みについて （２）実施体制
具体の事業構築や計画策定に向けた検討については、交通事業者や大規模
地権者の意向調整が必要となることから、関係者からなる「推進会議」を設
置し、加えて、「アドバイザー会議」を通した外部有識者による助言をいた
だきながら進めることとしている。また、昨年度に設置した「関係者協議
会」を継続し、策定状況の共有を図りながら、相互理解を深めていく体制と
している。
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本年４月に策定・公表した「南富山駅周辺まちづくりビジョン」を踏まえ、
これをより具体化したものとして、今年度から２か年をかけ、“基本計画”の
策定を進めることとしている。
このことから、今年度は以下の２つを主たる事業として取り組んでいる。

①まちづくり方針図の検討

②暫定利用に向けた社会実験の実施

まちづくり方針図は、道
路ネットワークや周辺土地
利用の考え方を示したもの
であり、検討過程において、
具体の取組みや実現に向け
たステップなどを検討して
いくこととしている。

昨年度の協議会や対話会などでも意見の多かった「駅前空間の交通問題」
と「滞留や居場所づくり」については、基本計画に基づく駅周辺の再整備が
完了するまでの間、課題が存置されることとなるため、社会実験を通し、駅
前空間の暫定利用の姿を検証するもの。

（参考イメージ）町田市相原駅東口周辺まちづくり

令和７年度中に“基本計画”としてとりまとめる

（１）実施内容

関係者協議会（令和５年度からの体制を継続）
目的：広く関係者に対し、基本計画の策定状況の共有などを図り、相互理解を深める
委員：自治会、商盛会、まちづくり団体、学校関係者、交通事業者、学識経験者ほか

アドバイザー会議
交通計画やまちづくりなどを専門と
する外部有識者を中心に、基本計画
の検討を行う

推進会議
交通事業者や周辺地権者との調整を
図りつつ、事業構築や計画策定に向
けた検討を行う

共有

事務局（富山市都市計画課）
庁内関係課との調整を図りつつ、基本計画の策定に向けた検討作業を実施

提示 助言 提示 意向

共有

Ｒ６.７ 第１回推進会議
Ｒ６.８ 第１回アドバイザー会議
Ｒ６.８／２４～９／１５ 社会実験の実施
Ｒ６.１１ 第２回推進会議

（３）実施状況



２.対象エリアと計画作成及び事業構築に向けた考え方
南富山駅周辺において、事業構築が見込まれる（望まれる）エリアを区分
して整理すると、以下のとおりとなる。

①交通結節＋駅近辺機能（広場・滞留）

②アーケード商店街＋軌道沿線環境

③狭あい道路＋住環境改善

④河川・自然環境

駅近辺を核として、周辺地域への波及・展開・投資を促す

喫緊の課題である“交通問題の解消”を図りつつ、
「駅近辺機能の充実」と「交通結節機能の強化」を実現する
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早期かつ重点的に検討すべき“①のエリア”で始める

①交通結節＋駅近辺機能（広場・滞留）

②アーケード商店街＋軌道沿線環境

③狭あい道路＋住環境改善

④河川・自然環境

駅舎、駅前空間、駐輪場、公園、大規模用地など
が存在。

小売店舗や飲食店とともに、住宅などが混在。

住宅がメインとなっており、市道は少なく、私道
が多い。

冷川や富山高校の「太郎丸の森」などの自然環境
が存在。

＜参考＞駅まちデザインの手引き（国土交通省）

【従来】

【目指すべき姿】

【計画作成及び事業構築に向けた考え方】

○空間毎、主体毎に、空間や機能がバラバラに整備・提供されている。
○計画指針・設計基準・運用基準などは、空間や主体によって異なる。

○利用者目線に立ち、所有区分等を超え、駅まち空間にある都市アセットを一体的に
捉えて、関係者が連携し、計画・整備・管理運営を行っていくべきである。

○ユニバーサルデザインやバリアフリーへの配慮、都市機能の集約と良質なオープン
スペースの確保、「居心地が良く歩きたくなる」空間の形成等に配慮するべきで
ある。
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行政だけが事業主体ではなく、公民連携や民主導によ
る事業構築も視野に検討を進めていく



３.これまでの検討状況について
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ⅰ）南富山駅における交通結節の状況（平日運行本数/日）

本数が同程度の鉄道とバスが並行

南から126本のバスが乗り入れる

鉄道から軌道へ乗換客は１割程度
⇔軌道の運行頻度は圧倒的に多い

人口分布

多くの公共交通が結節しており、より利点を活かし、高める施策が必要

南富山駅における交通結節の状況

南富山駅をハブや境とした施策

ⅱ）ビジョンでの整理

南富山駅周辺まちづくりビジョン（未来像１より）

駅舎の再整備とあわせ、
乗継利便性の向上や駅前空間の整備、
公共交通の再編などを一体的に

【事例：広電宮島口駅（広島県廿日市市）】

駅舎の再整備と連動し、アクセス道路や広場などを一体的に整備

【事例：広電西広島駅・ＪＲ西広島駅（広島県広島市）】

駅舎の再整備と再開発事業用地における広場空間の暫定利用

広電西広島駅

暫定利用

○世界遺産“宮島”の玄関口として相応しい空間となるよう、駅舎の移設と連動し、アクセ
ス道路や広場空間、鉄道事業者による商業施設などを整備

○ＪＲ西広島駅の橋上化とともに、駅前空間を再整備し、周辺の土地区画整理事業などに
より、市街地環境を改善。広電西広島駅前では暫定利用として民主導による広場活用。

（１）公共交通



○ルート変更
・富山駅行きのみ、南
富山駅前に乗り入れ

既存路線
既存バス停

南富山駅

市民病院

ⅳ）路線バス乗り入れ（再編含む）の検討ⅲ）南側出入口の検討
【現状】
・運転手不足などにより、路線バスの維持が困難となっている。
・南富山駅前バス停が駅から遠く、結節力に欠ける。

【路線バス乗り入れ（再編含む）案】

＜ルート変更または再編構想＞

○再編構想
・日中時間帯は南富山
駅発着とし、富山駅
間は市内電車利用

・南富山駅周辺が目的地化した場合に、公共交通利用者の増加が期待
・再編による安定的な運行頻度の確保（運転手の拘束時間の減少など）

【現状】
・車両基地側からの歩行者は遮断機のない踏切を横断している。
・駅へ送迎する車両は県道側からのみ進入できる。

【南側出入口の設置案】

＜駅へのアクセス性比較＞

約180ｍ

約170ｍ

約220ｍ

約115ｍ

・県道側からのアクセスが容易になり、公共交通利用者の増加が期待
・送迎バースやＰ＆Ｒ駐車場が設置できれば、駅前の流入交通が減少
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＜実現によって期待される効果＞＜実現によって期待される効果＞

南側からは距離に差
が生じないものの、
線路横断を回避可能

県道側は距離
が短くなる
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＜現在の検討状況＞ ＜現在の検討状況＞
・ルート変更に伴い、富山いずみ高校生の利便性が低下する可能性がある。
・南富山駅発着に再編とした場合、現状では乗換ニーズが小さく、日中の市民
病院前での降車が出来ないことへの影響がある。

・バスから市内電車へ乗継した際の料金や決裁方法への配慮が必要。

今後の動向を踏まえつつ、慎重な検討が必要

・南北の往来を跨線橋による自由通路とした場合は、上下移動の発生によって
効果が低減する可能性がある。

・構内通路（改札通過後に利用）とした場合は、踏切や軌道横断部などの安全
対策が必要となる。

地鉄不二越・上滝線の連携強化と併せた検討が必要



（２）道路ネットワーク

ⅰ）現況道路図

5

市道 県道 私道 土地区画整理事業

＜①・②・③＞
○駅前空間は送迎場所が不明確で歩行者の安全性が低い。
○駅前空間やアクセス道路は一方通行であるが、十分な幅員がある。
○笹津方面の道路は、歩道がない中、旅行速度が速く、逆走進入も多い。

＜④＞
○富山高校前の市道は、２方向１車線で両側歩道が整備されている。

＜⑤・⑥＞
○区画整理事業地内は公道整備率が高く、接道要件を満たす
⇒既存の住宅地内では、接道要件を満たさない私道が多い。

① ②

③ ④

⑤ ⑥

①②

③

④

⑤

⑥

幅員９.８ｍ／片側歩道／１方向１車線 幅員８ｍ／歩道なし／１方向１車線

幅員７ｍ／歩道なし／２方向１車線 幅員１１.７ｍ／両側歩道／２方向１車線

幅員４.５ｍ／歩道なし／２方向１車線 幅員４ｍ／歩道なし／１方向１車線

ハーモニカ型駐車場・白線なし 両側歩道も可能

出口部が３.６ｍに減少 安全な歩行・走行が可能

狭あい道路以外では建替が進む 建替も見られるが駐車場が多い
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ⅱ）交通量及び送迎台数調査
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■１２時間交通量（7:00～19:00）

■朝ピーク時２時間交通量（7:00～9:00）

■夕方ピーク時２時間交通量（17:00～19:00）

【１２時間交通量】
○県道側からは約２，４００台（県道交通量の１５％程度）が駅前へ流入
⇒１日を通して約６割が笹津方面へ通過し、送迎車両は１割弱
○笹津方面からは約１，４００台が流入し、県道側の約６割程度

【ピーク時交通量】
○朝ピーク時は県道南側からの流入が多く、６０％が北側方面へ通過
⇒北側の交差点でも６４％が直進し、国道４１号線への抜け道と推察
⇒送り車両は約７割が朝ピーク時となり、１台／分の利用
○夕方ピーク時は車両が減少するが、約２割が迎え車両となる。

笹津方面
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ⅱ）交通量及び送迎台数調査
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■１２時間交通量（7:00～19:00）

■日中ピーク時２時間交通量（10:00～12:00）

■夕方ピーク時２時間交通量（17:00～19:00）

【１２時間交通量】
○県道側からは約１，９００台（平日と比べて２５％減）が駅前へ流入
⇒１日を通して約７割が笹津方面へ通過し、送迎車両は５％程度
○笹津方面からは約１，４００台が流入し、平日と同程度

【ピーク時交通量】
○日中ピーク時は県道側から約４００台が流入し、６９％が笹津方面へ
○笹津方面からは約２２０台が左折し、北側の交差点で約２００台が右折
しているため、笹津方面から東部方面への通過車両と推察
○夕方ピーク時は車両が減少するものの、約１割が迎え車両となる。

笹津方面
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ⅲ）道路ネットワークの現状まとめと基本方針
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道路ネットワークの現状については下図のとおりであり、これを踏まえ、道路ネットワーク案づくりに向けた基本方針を整理する。

笹津方面

【基本方針１】
通過交通を現状以上に増やさない

朝のピーク時に国道４
１号への通過が増加

１日の流入交通の６割
以上が笹津方面へ直進

平日・休日ともに一定
量が通行するが、旅行
速度が速い。

公道が少なく、接道要
件が厳しい敷地が多い

幅員に対する交通量が
小さく、歩道が整備

通過交通の現状 その他道路の現状 送迎に関する現状

朝夕の送迎が多い

＜県道側からの流入について＞

・朝のピーク時に「通過交通」が発生するものの、公共交通
利用に繋がる送り車両も多い。

【基本方針２】
旅行速度を下げ、安全性を高める工夫

＜笹津方面との往来について＞

・平日休日問わず、最も往来の多い通行であるが、目的地へ
の通過地点となっている。

【基本方針３】
主要道路に接続する生活道路も考慮

＜住宅地内の生活道路について＞

・接道要件を満たさない道路が多い。

【基本方針４】
歩行者が安全に通行できる環境を確保

＜駅前空間の環境について＞

・送迎場所が不明確で、歩行者の安全性が低い。

送迎空間が不明確で、
歩行者の安全性が低い
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（３）都市的環境（緑や水、景観資源など）

駅近傍には大町公園があるものの、まちに開
かれておらず、緑を感じられる空間がない。

【緑の現況】 【緑の方向性】

富山高校や太郎丸公園などのパブリックな緑
と駅が歩行者の動線として繋がっていない。

駅北側の既成市街地では、庭や畑などの小さ
な緑が存在している。

南富山駅前にヒトの居場所とグリーンイ
ンフラの出発点となる“緑の核”

駅から富山高校へアクセスする“歩行者
空間のグリーン化”の検討

身近な緑が“まちのゆとり”となる戸建
住宅が建ち並んだエリア

富山高校

太郎丸
公園

大町
公園

＜現地写真＞

開かれた緑を感じられる歩行者空間

緑の比率が低いエリア 緑の比率が高いエリア

無機質な駅前通りから緑のある高校前

プライベートな緑が溢れる既成市街地

庭や畑など

顔の見えない
公園

高校を囲う
雑木林

●快適性の高い歩行空間をつなぐため、木々や公園、畑などの緑の現況と方向性を整理する。

ⅰ）緑の現況と方向性
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●親水空間の可能性や防災性の向上を図るため、河川や用水路などの現況と方向性を整理する。
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ⅱ）水環境の現況と方向性

＜現地写真＞

【水環境の方向性】

用水路の配置を踏まえた排水路や構造部へ
の影響に留意した周辺整備

防災性を高めつつ、水辺環境を活かした“親
水空間”の検討

※主要な用水路のみで、道路側溝などは含まない。

開渠

暗渠

消火栓

浸水履歴

狭あい道路や
路地が入り組み、
雨水排水等が複雑化

線路を横断する
用水路がある

開渠として、活
かすことも可能

用水路が複雑に
入り組んでいる

管理用通路が
繋がっている

冷川の管理用通路を活かし、水辺との一体的な歩
行者空間の整備も可能性として考えられる。

エリア内には用水路が多く、道路や線路、
宅地裏側などを複雑に縦横断している。

【水環境の現況】

開渠となっている冷川や豊富な水路の存在

管理用通路冷川

H7-H22に下流部の
河川改修工事済み

H13・H16
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ⅲ）景観資源の現況と方向性

※緑や水辺などの自然的環境は除く

主たる景観資源

副次的な景観資源

高さのある建築物

主たる景観資源 ･･･南富山をイメージさせるもの

①公共交通と駅舎 ②アーケード商店街①

②

③

④

⑤

⑥

副次的な景観資源 ･･･南富山らしいシンボル・ランドマーク

③アート院や壁画
④石油タンク
⑤車両基地
⑥教会

③ ④

⑤ ⑥

高さのある建築物

これらの景観資源は、
ネットワークの結節点や
まちのランドマークとな
るものであり、また、南
富山らしさを生み出すも
のとなる。

南富山らしく、他にない独
自の駅前風景

【景観資源の現況】

南富山の顔の向き、規模感、
雰囲気を活かしたデザイン

【景観資源の方向性】

景観資源と歩行者ネット
ワークが繋がる工夫

A

B

C

300

80
近隣商業

200

80
近隣商業

200

60
一住

200

60
二中高

高度地区３１ｍ
準防火地域

高度地区２５ｍ

高度地区２５ｍ

高度地区２５ｍ

●南富山らしい都市デザインやネットワークづくりのため、景観資源の現
況と方向性を整理する。

景観資源が分散し、駅近辺
に比較的高い建築物が立地

※着色部は高度地区の既存不適格建築物となっている可能性あり
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（１）実験概要
４. 社会実験の検証

【実施期間】
８月２４日（土）～９月１５日（日）

【社会実験の狙い】
将来整備の実現に至るまでに残されることとなる駅前空間の課題に対して、

暫定利用としての望ましい姿を検証するもの。

【社会実験の視点】
①交通環境の整序
・白線引きなどのない駅前空間に仮設のラインテープを設置し、歩行者、
自転車、自動車の安全な通行を検証

②滞留空間の創出
・交通環境の整序によって生まれた空間を活用し、ベンチやテーブル、植
栽等を配置しながら、人中心の空間づくりを目指す

【社会実験図】 ※当初の計画から滞留空間区域を一部縮小

実
験
前

実
験
中

①交通環境の整序：交通事故もなく、白線等に沿った通行が実現 ②滞留空間の創出：イベント以外にも日常の滞留行動が見られた

▲商店街店舗に来店後の飲食 ▲待ち合わせや学生の滞留

台風の接近に伴い、滞留空間の設置が後ろ倒しとなる中、近隣店舗
から、停車空間を顧客が利用できないことで売上げが下がったなど
の声もあり、様々な調整に時間を要したことから、当初計画してい
た滞留空間の配置やイベント等の十分な準備ができなかった。

そ
の
他

第４回 南富山駅周辺まちづくり関係者協議会 資料
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【参考】社会実験時に実施したイベント等の企画

South Wind Festival 2024

ストリートファニチャー制作ＷＳ

ナイトタイム座談会／Bar hug-chig

公開型トークセッション

南富山まちづくりを考える会が主催となり、滞留空
間でのキッチンカー出店やマルシェ、アート院横の
スペースを活用した中高生による発表会などのイベ
ントを開催

○日時：８／２４（土）・２５（日）

近隣の富山いずみ高校に加え、建築を学ぶ富山工業
高校・高岡工芸高校の生徒が集まり、南富山に訪れ
る方のためのストリートファニチャーのデザインか
らＤＩＹによる制作までを実施

○日時：８／２５（日）・９／７（土）

夜の南富山の可能性などを自由に語り合うナイトタ
イム座談会や、アート院２階で月１回開催されてい
る「Bar hug-chig」をオープンな滞留空間で実施

○日時：８／３１（土）・９／１３（金）

「居心地のいい南富山って？」をテーマに、社会実
験に関わっていた考える会の松山氏、建築家の種昻
氏をはじめ、富山大学の籔谷先生、東京科学大学の
真野先生ら有識者を交えた公開型トークセッション

○日時：９／１５（日）

第４回 南富山駅周辺まちづくり関係者協議会 資料
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■交通量計測地点（抜粋）●本社会実験では、交通規制の変更を行わなかったため、社会実験に伴う
交通量の変化は生じなかった。

※全体的に社会実験中の交通量が増えているが、割合に大きな差はないこと
から、実施時期や行事などによる誤差の範囲である。

ⅰ）交通量及び送迎台数調査

第４回 南富山駅周辺まちづくり関係者協議会 資料
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●平日の迎え台数が減少しているが、当日は中学校で運動会が行われており、夕方ピーク時の迎え時間がのずれや生徒のみでの下校による影響と想定。

物販
飲食
サービス

オフィス

商盛会（想定）

■駅前空間に面する事業者及び周辺駐車場の状況

月極Ｐ

送迎車両だけでなく、近隣店舗利用者などによって、
南富山駅に至るまで縦列駐車や待機が発生

送迎バースのラインに沿って乗降待ちをし、車道との
安全性は確保されたが、待合空間が不十分な状況

■朝の通勤通学時間帯の様子 ■２０時頃の駅前空間の様子

第４回 南富山駅周辺まちづくり関係者協議会 資料
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ⅱ）アンケート調査結果（回答者数：８０人）

【安全性や利用のしやすさからの評価】【実現可能性への評価】

【その他の自由意見】

・送迎車がたくさんいるのに、駐車場を減らし過ぎている。
・場所もないのに滞留空間はいりません。送迎に来る車が駐車等できる場所を
それなりに確保できなければ何も変わらないと思います。
・今までどおり、アーケード側も線路側もすべて駐車スペースにするべき。
・滞留空間は、炎天下にくつろぐ人はいないのでは。近くのお店に来るとき車
を停めるのに都合がわるい。
・逆走車が無くなったように感じるので、良い実験と思われます。
・以前の状況より、かなりすっきりとした交通環境になったと思います。
・車線で右折と直進がわかりやすくなり、スピードを出す車が減ったのはよ
かったです。
・歩道、自転車道、車道がラインで明示されており、特に、真ん中の横断部で
安心して渡ることができた。

●このまま実現して欲しい、課題はあるが実現して欲しいが約８割
●「歩車分離」や「送迎スペース」への満足度は高いものの、「駐車場台数」
に関する不満足度が高く、自由意見でも駐車場所を求める声が多い。

凡例

＜交通環境に関する総括＞
○歩車が分離され、安全に歩行可能となったことへの評価が高く、
中央部の横断歩道による通過速度の減少など、安全性が向上

●市道部の停車空間が減少し、送迎目的の車両に支障が生じた。
●駐車場利用への声が大きいが、送迎台数と店舗等が必要とする
駐車台数の合計が現状の容量と見合っていない。

ⅲ）シール投票結果（回答者数：４５人）

み
ん
な
で

～20代：３１人
30・40代： ５人

50・60代： ６人

70代～： ３人

南富山駅前をどのように使いたいですか？

●南富山での過ごし方について、期間中にシール投票を実施
●若い世代は多数で賑やかな場を、年齢層が高い世代は少数で静かな場を。
●待ち合わせやおしゃべりなど、誰かと会うことの大切さを実感できる空間

ワイワイ・賑やか

静かに・ゆっくり

1
人
で

若い世代は多数で
賑やかな使い方

少数で静かに使いたい方は
５０～７０代が中心

＜滞留空間に関する総括＞
○多様な世代ニーズに応えるためには、非日常のイベントなどが
行われる“動”の場と、日常使いができる“静”の場が必要

●時期も重なり、屋外空間であることから、屋内での滞留場所を
求める声が多く、「電車や人を待ち合わせる」行為と「会話な
どを楽しむ」行為が兼ねられることが求められている。

学校帰りにおしゃべり

【その他の自由意見】

・少しホームから遠く、屋外のための暑い。
・「駅で待ち合わせ」できる素敵な場所であることを「南富山」はもっと思い
出してほしい。総曲輪より、重要な場所だと思う。
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６.今後の予定

１２月中 「第４回南富山駅周辺まちづくり関係者協議会」の開催
･･･現在の検討状況の共有

１月中 「第３回南富山駅周辺まちづくり推進会議」の開催
２月中 「第２回南富山駅周辺アドバイザー会議」の開催
３月中 「第５回南富山駅周辺まちづくり関係者協議会」の開催（予定）

※検討の進捗に応じて、次年度となる可能性がある

（１）今年度の予定

（２）次年度の開催予定

【検討体制の整理】
今年度は限られた時間内での対話や意見交換を行うため、「推進会議」
と「アドバイザー会議」を分けて進めてきたが、大まかな方向性が整う見
込みとなっており、次年度は両会議を一本化する。なお、昨年度から続く
「関係者協議会」は継続する。

【次年度の開催予定】
次年度は、基本計画をとりまとめることとしている。現時点での概ねの
開催目途は次のとおり。

７月頃 第４回推進会議を開催
１０月頃 第５回推進会議を開催
１１月頃 第６回関係者協議会を開催
１月頃 第６回推進会議・第７回関係者協議会を合同開催

･･･南富山駅周辺まちづくり基本計画案の提示
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５. 全体の方向性について

（１）核となる公共交通環境づくり

（２）歩行者を中心とした送迎環境づくり

（３）来街者と地域住民が居心地よく過ごせる居場所づくり

（４）緑や風景づくりを通した快適性の高い環境づくり

（５）まちを使っていくプレイヤーや体制づくり

田原町駅（福井県福井市）

知育・啓発施設「チエナミキ」（敦賀市）

中滑川駅前ロータリー（滑川市）

ビジョンとの関連

ビジョンとの関連

ビジョンとの関連

➣地鉄不二越・上滝線と市内電車の連携
強化に向け、ハードだけでなく、乗継
サービスなどのソフト面も検討

➣歩行者ネットワークと合わせ、不足す
る送迎環境の充実を検討

➣多様な使い方や使われ方ができる滞留
空間を、官民双方の事業から検討

■現在検討中の再整備イメージ

当日スクリーンにて表示
（非公開として取り扱い）


